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繁殖雌馬の結腸捻転に対する２種類の結腸固定術式の比較検討 
〇田上正幸¹⁾加藤史樹¹⁾鈴木吏¹⁾山家崇史¹⁾関希実¹⁾宮下恵里¹⁾坂本有弥¹⁾田上正明¹⁾²⁾ 

1）社台ホースクリニック 2）帯広畜産大学臨床獣医 

 

【背景と目的】 

馬の結腸捻転は迅速な外科的介入を要し、術後の再発は重要な課題である。当院の 2018 年の回顧的調査で

は、約 30％の症例で再発が認められた。そのため再発予防を目的とした各種結腸固定術が報告されている

が、術式間における有用性を比較検討した報告は少ない。そこで本研究では、当院における 2 種類の結腸固

定術式について、周術期成績および繁殖成績を比較検討した。 

【材料と方法】 

2019 年から 2026 年 4 月までに来院した繁殖雌馬の結腸捻転症例で、結腸固定術を実施した 135 例を対象と

した。固定法は、結腸外側自由ヒモの固定位置により、閉腹と同時に固定する正中固定群（Midline 

Colopexy：MC 群、72 例）と、剣状突起尾側 15 cm で横方向 4 か所に固定する頭側固定群（Cranial 

Colopexy：CC 群、63 例）の 2 群に分類した。調査項目は、年齢、体重、術前 PCV 値、手術時間、術後合

併症（SSI、腹壁ヘルニア、結腸穿孔、固定解除術の実施）、退院日数、手術翌年の分娩可否、術後の分娩

1 回あたりの妊娠末期疝痛発症率ならびに 2 年生存率とした。統計解析には t 検定、Fisher の正確確率検定、

負の 2 項回帰分析、Kaplan-Meier 法および log-rank 検定を用い、有意水準は 5％とした。 

【結果】 

年齢はMC群 9.6±3.0歳、CC群 10.7±3.6歳であり、CC群で有意に高かった（p=0.049）。体重、術前PCV

値に有意差は認められなかった。手術時間は MC 群 98.3±24.3 分、CC 群 109.3±25.5 分であり、MC 群で有

意に短かった（p=0.011）。術後合併症発症率（MC/CC＝SSI：13.9％/7.9％、腹壁ヘルニア：2.8％/4.8％、

結腸穿孔：4.2％/6.3％、固定解除術の実施：7.0％/1.6％）と退院日数に有意差は認められなかった。手術翌

年の分娩可否に有意差は認められなかったが、術後の分娩 1 回あたりの妊娠末期疝痛発症率は、CC 群で有

意に低かった（IRR 0.25、95%CI 0.053–0.855、p=0.043）。生存率解析では、両群間に有意差は認められ

なかった。 

【考察】 

MC 群は手術時間短縮の利点を認めたが、術後合併症および 2 年生存率は群間で有意差を認めず、いずれも

固定術式としては有用と考えられた。一方で CC 群では妊娠末期の疝痛発症率の低下が示され、妊娠子宮に

よる固定結腸への影響を軽減できる可能性が示唆された。MC では再開腹時に固定解除が必要な症例が存在

するが、CC は切開創および結腸への影響を最小限に正中切開が可能である。実際に、調査期間中に CC 群

で、固定を解除せずに帝王切開を実施できた症例が認められた。以上より CC は再開腹や分娩に関連したト

ラブルが想定される繁殖雌馬において、より有用な結腸固定術式である可能性が示唆された。 
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